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感
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持
ち
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敗
北
か
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ぶ
と
い
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花・
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虫
な
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自
然

聡
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思
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好
き
の
青
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は
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。
む
し
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だ
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し
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な
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ぃ
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ま
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値
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代
人
の
風
情
さ
え
漂
う
の
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も
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こ
し
た
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本を読もう

本の値段は
　　　　　　　

　

で いすな乗見
（ あ 古 る が り い
阿 る 代 主 ら 出 だ
部

　

０人 人 世 し

　

し
公

　　

の 公 界

　

、つ
彦

　　

風 に の 目 つ

　　

情 は 譲 ら

　

、
英

　　

さ

　

、に 手 さ
文

　　

え た 入 を

　

ら
学

　　

漂 く る 動 に
者

　　

う ま う か 身
）

　

の し と し を

束京
著完売東京書評Ｃ
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運気つ若 っ卒は

磐霊園臨書璽
　

　

　

　　　　　　

　

　　　　

　 　

そ 人 伯

　　

未
こ生一私遂
に航麦小も
７Ｇ路が説起
だ描作こ

植
物
の
研
究
に
没
頭
す
る
少
し
風

　

た
。
感
謝
し
た
い
で
す
」

変
わ
り
な
女
性
を
描
く
三
浦
し
を
ん

　　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

『
愛
な
き
世
界
』（
中
央
公
論
新
社）。

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由
な
状
況
が

大
学
教
員
と
し
て
働
く
東
京
都
新
宿

　

続
き
ま
す
。
で
も
、
こ
の
特
集
を
通
し

区
の
山
口
隆
子
さ
ん
（
４７
）
は
、
「
学

　

て
同
じ
本
を
読
む
人
は
、
離
れ
て
い

生
に
こ
の
本
を
紹
介
し
、
研
究
対
象

　

て
も
み
ん
な
仲
間
だ
と
感
じ
ま
し

を
愛
す
る
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
」。

た
。
英
文
学
者
の
阿
部
公
彦
さ
ん
、
詩

極
限
の
島
で
性
を
武
器
に
生
き
抜
く

　

人
の
蜂
飼
耳
さ
ん
、
翻
訳
家
の
辛
島

女
性
を
主
人
公
に
し
た
桐
野
夏
生

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
さ
ん
が
選
ぶ
の
は
残

『
東
京
島
』
（
新
潮
文
庫
）
は、
広

　

り
１４
冊
で
す
。
読
書
と
人
の
輪
を
大

島
県
大
竹
市
の
与
田
薫
さ
ん
（
３３
）
か

　

き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。
（
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採用加 醐円の図書か，進呈

　

）
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｝つ
よ
う
な
不
馬
詰
な
感
覚
を
味
わ
わ

さ
れ
る
」
と
、
村
田
喜
代
子
『
屋
根

屋
』
（
講
談
社
、
現
在
は
電
子
版
）
。

両
作
と
も
小
さ
な
胸
の
痛
み
と
と
も

に
、
心
の
濁
り
を
沈
め
ま
す
。
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に
思
え
た

…
…
：二・【：ｉ二；：」｛ミー

　

もｉ

　

ドぎ▼

　　　　　　　　

●●Ｊ；￥≧′き：鼠

　

だ仲魂舞．鴬

　　　

・ーｙ（；

　

′▼ｆ芸リラも袈￥

　　

艦

　

、．
’：◆

　　

多
彩
な
作
品
を
紹
介
し
て
き
た
「
現
代
×
文
芸

　

名
著
６０
」
の
本
の
一
部
。
東
京

　

神
保
町
に
あ
る
韓
国
の
本
の
カ
フ
ェ、
チ
ェ
ッ
コ
リ
（
６
月
２
日
営
業
再
開
）
で

　　　－

　

耀

評
・
東『

　

『お父さんは認失鴎症』 田中亜紀子：著ｈ

　

さまざまな情報力ゞ≦瑳信されている高齢者
烏忍失態定。 だ力ゞ当事者となると介言聾の難しさ

　

『晴れたら空に骨まいて』 川内有緒著

　

死んだらお骨をどうするか、悩む人力ゞ増
えているという。本ー書は遺骨をユニ」クな

圏 よみうり堂から

　

きょうの 「現代×文芸

　

名著６０」
の特集には、多くの投稿をいただき
ました。文章にみなぎる文学への熱
い思いと読書力のすごさに、あらた
めて感銘を受けました◎「小説はも
二う、現実から私を隔離してはくれな
い」。作家の青山七恵さんの言葉通
り、優れた小説は読者にとって、現
実の人生の一部となります。全世界
が新型コロナウイルスの脅威にさら
されている時に求められるのは、現
実にシンクロナイズする文学の想像
力なのかもしれません◎＜ただ祈
り、全力を尽くすだけだ。どうかう
まくいきますように＞。埼玉県熊谷

市の板倉愛子さん（５５）は、津村記久
子『この世にたやすい仕事はない』
の最後で主人公が発する、この言葉
に勇気づけられました。 「本当にそ
の通りだと強く思ったものです」。
今こそ、この言葉を皆さんと分かち
合いたいと思います。

　　　

（良）

　

投書卒）、 ご暦と長鼓ま電子メーノレ（ｈｏ
ｎｌｉｎｅ（◎ｙｏｍｉｕｒｉ．ｃｏｍ）、ファクス（０３
・３２７９・６４８２）、 郵便 （キ〒１００・８０５５！涜

り憲℃新膚冒〕文イヒ音”「くよみうり呈農」ｆ系）で、、
名前ｉ、・年擬き、ィ主ロチテ、霞鳶話番号を日明言己
してく云ごさいｏ


